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広報やちよ・やちよNAVi は、市ホームページでも見ることができます

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受
け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分から
午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151へ）。市内
在住の人が対象。企業・営利団体は利用できません。
【あげます】 ▼ベビーベッド　 ▼オムツ用ゴミ箱　

▼収納ケース10個（ふた付き・透明）／幅41㎝×長
さ73㎝×深さ32㎝　 ▼ひな人形（７段飾り）
【ゆずります・有料】 ▼デロンギオイルヒーター
【ゆずって・有料】 ▼はなしま幼稚園制服・体操服
（女児用）　 ▼ぶら下がり健康器

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

　１年の間丹精込めて育てた菊を披露
する「八千代菊花大会」。今年で50回目
の開催となります。10月21日～11月15
日、麦丸の特設会場には直径25センチ
ほどの大輪の花の美しさを競う「大菊
三本仕立て」や「懸崖」など、250鉢の
作品が並びました。今年は米本南小学
校の子どもたちが取り組んだ作品も展
示。主催の八千代菊花会運営委員長の
小関正志さんは「例年よりも10日ほど
早い開花で、まずまずの結果」と今年
の出来を振り返りました。
　気高い美しさが特徴の菊。立派な菊を育てるのに
は高度な技術が求められます。同会では若い世代に

　日本最大級の鍋料理コンテスト「ニッポン全国鍋
グランプリ（旧・ニッポン全国鍋合戦）」が27年１月24
日・25日に埼玉県和光市で開催されます。これは地元
の食材を使って作る鍋や創作鍋などが全国から集ま
り、来場者の投票で優秀作品を決定するものです。
　今回も全国から50団体が出場予定。八千代市から
は、街づくり市民の会が、源右衛門祭でもおなじみ
の「もちぶた炙

あぶ
りチャーシューバージョンとん汁」を

出品します。市内産の食
材を使い、直径２ｍの大
鍋「源

げ ん え も ん
右衛門鍋」で作ら

れるとん汁。前回まで３
回連続で準優勝に輝き、
今回は一層優勝への期待
が高まります。同グラン
プリのＨ

ホームページ
Ｐでインターネ

ット投票も行われます。みんなで応援しましょう。
　 ▼日時　27年１月24日㈯・25日㈰いずれも午前10
時～午後３時　 ▼場所　埼玉県和光市役所　 ▼問い
合わせ　八千代商工会議所 483-1771

菊作りの伝統文化を継承していくために、小中学生
への指導も力を入れています。

　10月25日㈯、第36回千葉県消防音楽隊フェスティ
バルが市民会館で行われ、約1,300人が来場しました。
八千代市消防音楽隊を始め県内14消防音楽隊が、「We 
Are The World」や今年話題の「Let it Go」など
を演奏。八千代少年少女合唱団も特別出演しました。
　八千代市消防音楽隊は、消防行政のＰＲを目的と
して昭和45年に発足し、現在24人で活動中。消防・
救急業務の合間をぬって、練習を重ねています。総
合防災訓練などさまざまなイベントに出演し、火災
予防や救急車の適正利用などを呼びかけています。

J：COMチャンネル（デジタル放送
11ch デジアナ変換放送2ch)で１〜
15日12時、20時30分／各15分間

　既存の地域図書館４館や来年度開館予定の中央図
書館の、運営経費と市民サービスの適切なバランス
について市民の皆さんと検討する「図書館ワークシ
ョップ（グループ討議）」を、10月４日・11日・26日に
八千代台東南公共センターなどで開催しました。
　開館日時の短縮や職員の削減など市から提示され
た７案を基に、無作為抽出や公募による市民27人が
討議。効率的な図書館運営について活発な意見が交
わされ、参加者から新たな案も出されました。

運営経費とサービスを討議
「図書館ワークショップ」

源右衛門鍋で作ったとん汁を全国にＰＲ

千葉県消防音楽隊フェスティバルを市民会館で開催

▲３つのグループに分かれて討議

▲八千代市を含む第２グループと八千代少年少女合唱団に
よる「翼をください」でエンディングを締めくくりました

▲もちぶた炙りチャーシュー
バージョンとん汁

▲源右衛門鍋では最大5,000食を作ることができます
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■秋の叙勲　【瑞宝中綬章】教育研究功労／高橋寛
（緑が丘）　【瑞宝小綬章】労働行政事務功労／飯沼
敏治（大和田）、防衛功労／大和田雅行（ゆりのき台）、
財務行政事務功労／西埜昭（村上）、国土交通行政
事務功労／山下保博（緑が丘）　【瑞宝双光章】更生
保護功労／岩井治郎（高津）、教育功労／瀧澤和彥（大
和田新田）　【瑞宝単光章】鉄道業務功労／宇都成見
（大和田新田）
■文化の日千葉県功労者表彰　県土整備功労／船越
博文（八千代台西）

おめでとうございます （敬称略）

八千代市イメージキャラクター「やっち」
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やちよの学童保育

秋晴れに映える色鮮やかな菊 50回目を迎えた八千代菊花大会

街づくり市民の会がニッポン全国鍋グランプリに参戦


